















A study of Instructional ability required for expressive movement classes
― Focusing on the degree of effort of two Instructors with little practical experience ―
Miho Yasue
　I attempted to clarify how to master the required five abilities of Expressive 
movement in elementary school : “the ability with the thought of Expressive 
movement,” “the ability to design a class,” “the ability to direct a place to dance,” “the 
ability to display the movement to learners,” and “the ability to evaluate the class.” As 
a result, the following became clear. 
(1)  “The ability with the thought of Expressive movement” is going to certainly develop 
with repeated practice thought practical training. “The ability to design a class” is an 
advanced power and improving by joint learning is important.
(2)  “The ability to direct a place to dance” is able to improve by trying to dance with 
everyone, by devising more interesting its activities. “The ability to display the 
working to learners” is improved by grouping for the content of instruction, and the 
group for effective instruction.
(3)  “The ability to evaluate the class” will be improved by to master “eyes to see the 
movement of the child” in practice. 









































































































































































































　 ・ A 指導者…25 歳，女性。新採用 3 年目。
表現運動系の実践は初めてである。1
年 1 組担任。児童数 23 名（男子 11 名，
女子 12 名）
　 ・ B 指導者…34 歳，女性。幼稚園助教
諭 2 年を経て，小学校講師 6 年目。
表現運動系の実践は前年度 3 年生で
「海底探検」を実践。今回が 2 回目で
ある。1 年 2 組担任。児童数 24 名（男






























4 月 第 1 回・校内実技研修（参加者 11 名）
6 月 第 2 回・校内実技研修（参加者 11 名）
8 月 第 3 回・校内実技研修（参加者 8 名）
9 月
1 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「アニマルランド」
9 月下旬 2 人の指導者へ 1 回目のインタビュー
3 月
2 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「ゆうえんちへ行こう」





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































④ 「表現」は，題材から思いつくまま即興的に踊るのが楽しい。 ２ ４ ３ ４
⑤ 「表現」は，動きを工夫して１つのまとまった作品をつくって踊るのが楽しい。 ２ ５ ３ ４















３ ５ ３ ５
⑨ 「表現」は，自分を出し切ると，すっきりして心が軽くなる。 ３ ５ ３ ５
⑩ 「表現」は，ノンバーバル（非言語な）コミュニケーション能力が向上する。 ３ ５ ３ ５








⑫「表現」は，表したいイメージを見つけられなくて楽しめない。 ５ ２ ２ ３
⑬「表現」は，イメージは浮かぶが動きにしていけなくて楽しめない。 ４ ２ ３ ３
⑭「表現」は，上手な動きと比較して気持ちが縮こまり，楽しめない。 ５ ２ ３ ３
⑮「表現」は，動きをもっとよくする方法が分からなくて，楽しめない。 ４ ２ ３ ２








⑰ 自分の力で指導案づくりが可能だ。 ２ ３ ２ ４
⑱ 学年の先生方と一緒に指導案づくりが可能だ。 ３ ５ ３ ４
⑲ ４〜６時間単元の表現の授業実践が可能だ。 ３ ４ ３ ４




























































































































































































































1） Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）
→ Act（改善）の 4 段階を繰り返すこ
とによって，業務を継続的に改善する。
第二次世界大戦後，品質管理を構築し
たウオルター・シューハート（Walter 
A. Shewhart），エドワーズ・デミング
（W.Edwards Demingt）らが提唱した。
現在，授業を継続的に改善するための
サイクルとしても重視されている。
2） 細江が「小学校体育における習得・活
用・探究の学習　やってみる　ひろげ
る　ふかめる」（2009・光文書院）にお
いて提唱した体育の学習過程の考え方。
その時間に共通に学ばせたい内容を指
導者のリードで習得させる部分を「やっ
てみる」，習得した内容を学習者が主体
となって活用していく部分を「ひろげ
